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(Dewey, 1973; Hopkins & Putnam, 1993) �
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見えてきたこと	


•  自然との関係	
  
– 少数民族らや大地とつながる人々の深い智恵と
哲学の中に持続可能な社会へのヒント	
  

•  グローバリゼーションの功罪	
  
– 土地からのかい離、身体性の欠如	
  
– 格差、飢餓、生物多様性劣化、生物の速度を越
えた速さ、希薄な生の感覚	
  

•  地域･場の視点	
  

– 身体性を持つ多様な関わり	
  
– 自分は何者か	
  

アイデンティティ	


生きる力	


安定･安心感�

持続可能な地域	


成熟した社会�

地域に根ざした教育�

伝統文化�地域の環境	
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環境教育を通した地域作りの試み�
TAPPO南魚沼やまとくらしの学校�

教育的価値ー訪問者の認識	


•  暮らしそのもの	
  
– 地に足をつけて生活す
ることを学ぶ	
  

– 物の大切さ、伝統知、暗
黙知、身体知	
  

– 作業を通し、暮らしや自
然への理解ができる	
  

•  自然	
  
– 自然そのものが教育力	
  
– 自然の力と美への敬意	
  
– 自然の大切さと保護の
必要性	
  

– 情操教育	


自然と生活、生活と労働の一体性を知る。人本来の生活力に気
づく。人と自然、共生の知恵。自然の営みの一部として自分をと
らえる。絶景や農作業を通して、文化を見直す。	
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